
■ 経済対策の3本柱 

現状、令和元年度と令和2年度を比べると、家

計の貯蓄は全体で28兆円増えています。また、足

元の企業の経常収益は24兆円と過去最高水準で、

令和元年度から2年度にかけて企業の現預金は令

和元年度から2年度で43兆円も増加して、319兆円

となっています。この状況は政府の財政出動が大

きな貢献をしていると言えます。 

これらを確認した上で、今回の経済対策では大

きく3つの柱に分けて整理しました。「コロナ対

策（これは現状への対策と今後への備えとに分け

ることができます）」「コロナ禍から脱却するた

めの経済対策」「災害対策のための国土強靭

化」です。 
  

１．コロナ対策        
医療提供体制の確保、コロナ禍での事業者

や生活・暮らしへの支援、エネルギー価格高

騰対策、PCR検査拡充、新GoToトラベル、そし

てワクチン・治療薬の研究開発などを含んで

います。14兆円超と莫大な額を計上している

のが事業者、生活暮らしへの支援です。 

事業者へは事業復活支援金、資金繰り支

援、協力金など。また家庭には、住民税非課

税世帯への給付金、自立支援金、雇用調整助

成金、学生支援など、幅広く対応しています。  
 

２．経済対策     
経済対策は成長戦略と分配戦略とに分けて

います。岸田内閣の「成長と分配」に合わせ

た予算項目と言えます。 

成長分野は①科学・研究開発 ②「デジタ

ル田園都市構想」 ③経済安全保障 と整理

しています。②のデジタル田園都市構想は、
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補正予算と経済対策 

新年のご挨拶 
 

お正月にふさわしい穏やかで晴れやかな元日で、令和4年が始まりました。 

社会の不安や視界不良の元凶であるコロナ禍を完全に脱出する始めの年にしたい

と思います。 

そのためにも科学の力（ワクチン、治療薬）を最大限活用して体制を整備してい

きます。 

昨年は総選挙に際し、多くの方にお力をいただきました。そのご期待やご付託に

しっかり応えられるよう働いてまいります。 

今年もよろしくお願いいたします。 

             令和4年1月 

衆議院議員 
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マイナポイント政策、インフラ整備、中小企

業生産性向上、農産物の輸出強化などと個別

の施策を見れば、菅政権のデジタル政策と地

方活性化策と一緒なので、新しい標語のもと

にまとめたものと考えています。 

分配分野は、「人」への投資とも言い換え

ることができるかと思います。 

子育て世代への現金給付、看護・介護・保

育などの方々への収入アップ、必要とされる

デジタル分野などへの労働移動に必要な教育

プログラムなどがあります。 

マッチングの問題が見えてきているところ

もありますので、適切な能力を身に着けるこ

とができれば働く人、雇用したい人両方にメ

リットとなっていきます。 
 

３．国土強靭化     
菅政権下で5年間に15兆円をかけて進めてい

くことを決めておりますので、その延長で

す。安全確保のためのインフラ整備は一朝一

夕ではできません。絶えず進めていくことが

必要です。 

また、自然災害は我々人類の力を超えて、

いつの世も必ず起きていくでしょうが、災害

を受けてもその災害で亡くなる人を無くすと

いう対策は、私たちの努力で進めていくこと

ができると考えます。その対策や災害復旧も

進めていかねばなりません。 
 

■ さかい学のコロナ対策の方向性   
私自身は、菅内閣時に検討していた「ウィズコ

ロナ」の実現を目指すべきと考えています。 

1年間に1000万人も罹患していたと言われる

インフルエンザで経済や社会が止まらなかっ

たことを鑑みて、新型コロナ感染症でもそこ

を実現できれば、ということです。 

幸い、経口薬も日本で承認されました。感

染の有無の確認、ワクチン、治療薬、医療提

供体制の拡充と、それぞれが機能すれば、人

を殺さない病となっていきますし、そうさせ

るべきだと思っています。岸田政権で国民の

理解を求めながら、そういう社会をつくり上

げていきたいと思います。  
 

■  「継続」が政策を形にする 
この経済対策を行う補正予算が成立して少し

ほっとしたところがあります。というのも、10

月に行われた総選挙で、私は「菅政権の施策の

継続と深掘り」を訴えており、今回の経済対策

も、子育て世代への現金給付など、新しいもの

も入りましたが、基本的には菅政権の施策を

しっかりと継続しているからです。 

実際、農産品の輸出額も今年初めて1兆円を超

えるなど、目に見える形で成果が出始めていま

す。やはり政策は継続されていって初めて形に

なっていくものです。そういう意味では、同じ

路線で進んでいく今回の予算は日本にとって今

の段階では望ましい方向なのではないかと感じ

ています 。  

令和4年度予算案 一般会計107兆5964億円 

 昨年末予算案原案が決定しました。足元の好景

気を受け、法人の税収増により見込んでいる税収

が過去最高の65兆円超であることも注目されま

す。この予算案は6月召集の通常国会で審議さ

れ、3月末までに成立させていくことになりま

す。この件についても成立後にお伝えします。 

 さかい学 の 活動報告 

年末遊説をしました！ 
 

令和3年最後の3日間、一年間ご指導･

ご支援いただいた皆さまへの感謝とご報

告、そして令和4年への私の決意を込め

て、戸塚・泉・瀬谷区内で年末の遊説をし

ました。 

年末のあわただしいなか、お手伝いいた

だいたボランティアの皆さま、大きな音で

回ることにご理解・ご協力をいただいた地

域の皆さま、ありがとうございました。本年

も働き、そのご報告を随時致します。どうぞ

よろしくお願いします。 


